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「マレーグマ『ウッチー』の死亡事案に係る改善計画（中期的課題）」 

に対する提言書の検討進捗状況について
項 目 Ⅰ 組織強化のあり方 Ⅱ 人材確保・育成のあり方 Ⅲ 開園時間又は休園日のあり方 

提言内容 

○獣医療を複合的に担う専門的な組織を新た

に設けるべきである。 

○受験資格について、現在の「高校卒業以下」

から「高校卒業以上」に変更にするなど、

飼育員を希望する者に対して、現状よりも

広く門戸を開くべきである。 

○動物飼育員の職を現在の「現業職員」から

「一般職員」に変更すべきである。 

○中長期的な視点に立った人材育成プログラ

ムを整備すべきである。 

○飼育員の増員を検討すべきである。 

○開園時間については、一定程度の短縮を図

るべきである。 

あわせて、現在の冬期間（11月から１月）

については、より適切な時期に延長するよ

う、見直しを図るべきである。 

○休園日については、現状に加え、一定程度

の増加を図るべきである。 

進捗の状況 

・獣医療体制の強化を図るため、４月から新

たに動物診療係を設置するほか、獣医師を

増員することとしました。 

・「動物専門員」という新たな職を設けること

としました（詳細は募集要項のとおり）。 

・学歴要件は、「高校卒業以上」となります。

・職は、「現業職」ではなく、「一般職（技術

職員）」となります。 

・「動物専門員」は平成 29 年度に４名程度を

採用（増員）し、さらに 30 年度に向け、引

き続き関係部局に対する増員要求を行って

いきます。 

・高い知見の収集や新しい技術の修得・蓄積

が行われるよう、園内のみならず、国内外

の他園館での研修実施や学会、研究会の参

加等により、職員の育成を積極的に実施し

ていきます。 

・動物舎の安全点検や職員の情報共有の拡充

など、開園準備を万全に整えるために、４

月から開園時間の短縮や休園日の増加を図

ることとしました。 

【開園時間】 

３月１日～10月 31 日 09:30-16:30 

11 月１日～２月末日 09:30-16:00 

【休園日】 

毎月第２、第４水曜日（祝日の場合は翌日） 

４月第３週の月～金曜日 

11 月第２週の月～金曜日 

12 月 29 日～31 日 

※グレースケールの提言項目については、実施済み。

資 料 １－１

















札幌市円山動物園第２次基本計画について～現状と今後の見込み～ 
１ 来園者数の推移について 

 現状 

ア 改訂第１次基本計画期間（平成 24年度～平成 27年度）の総括 

○ 平成 25 年度以降、大幅な来園者数の増を実現し、平成 27 年度には昭和 55年度以来最多を記録するが、

目標の 100 万人には、わずかに届かなかった。 

年度 
増加要因 

減少要因 前年度比 
施設整備 動物展示 

24 年 
わくわくホリデーアジアゾー
ン完成（24 年 12 月）

レッサーパンダ双子公開 繁忙期の悪天候 
5.5％減 
（▲43,433 人）

25 年 
遊具広場「まるっぱ」完成 
（25 年４月）

ホッキョクグマ双子公開 － 
28.2％増 
（211,110 人） 

26 年 － 
カワウソ・レッサーパンダ公
開 

６月の記録的な長雨 
9.2％減 
（▲88,151 人）

27 年 
サル山リニューアルオープン 
アフリカゾーン一部オープン 
（いずれも 27年 10 月）

ホッキョクグマ公開 － 
12.6％増 
（109,839 人） 

イ 過去５年間におけるＧＷの天候と来園者数について 

○ 過去５年間のＧＷにおける平均来園者数の比較では、天候により 52％の差があるなど、来園者数は天候に

大きく左右されることがわかる。 

 今後の見込み 

ア 第２次基本計画期間（平成 29年度～平成 31年度）の来園者数見込み 

平成 29 年度： 95 万人±α 

平成 30 年度：105 万人±α 

平成 31 年度：115 万人±α 

※ 過去最多：昭和 49年度 124.7 万人

イ 来園者数推計の内訳 

○ 来園者数実績からの推計 

 改訂第１次基本計画期間内（平成 24～27 年度）における平均来園者数 89 万人 

○ 新たなトピックにより来園者の増加が期待できる項目と効果

  増加人数は、直近にオープンした大型施設であるアジアゾーンの入込効果実績等に基づき算定した。 

① 平成 29 年度：アフリカゾーンの全面オープンの効果が本格化（＋6.2 万人） ⇒95 万人

② 平成 30 年度：ホッキョクグマ・アザラシ館の効果が本格化（＋9.2 万人） ⇒105 万人

③ 平成 31 年度：アジアゾウ展示の効果が本格化（＋9.2 万人） ⇒115 万人

※ 天候や動物の繁殖状況により来園者数は増減する可能性がある。 

■主な増加想定要素 

28 年度 アフリカゾーン全面公開 

29 年度 ホッキョクグマ・アザラシ館公開 

30 年度 アジアゾウ公開 

31 年度 類人猿館改築公開 

その他 
団体受入体制の強化、観光客への情報周知の拡大 

繁殖・展示による集客 
23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

来園者数 64,162 58,958 47,217 90,256 102,212
ＧＷ日数 7 10 10 11 8

うち晴/曇日数 3 6 0 10 7
晴/曇割合 43% 60% 0% 91% 88%

資 料 ２

※ H21、H25、H27 はホッキョクグマの赤ちゃんを公開 

（見込）  
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２ 収支状況について 

 現状 

ア 収入 

○ ネーミングライツ協賛金等による広告料や来園者数の増加に伴う入園料の増加により、当初値に比べ収

入は増加傾向となった。 

イ 支出 

○ 重油から天然ガスへの熱源転換により燃料費は減少したが、電気料金の値上げや飼料の高騰、大型施設

の整備による管理面積の増大等により、維持管理経費が増加し、当初値に比べ支出は増加した。 

ウ 収支差実績 

○ 収入は増加傾向となったが、同時に支出も増加したため、目標達成は困難である。 

エ 改訂第 1次基本計画期間における収支の総括 

 今後の見込み 

○ 収入：来園者数の増加に併せて観光客等を誘客にすることにより入園料収入の増加を見込む。 

○ 支出：大型施設の整備に伴う光熱水費の増加や飼料等の維持管理経費の増加を見込む。 

○ 動物園の社会的役割を踏まえ、将来にわたって継続して経営できるよう、計画的な財政運営をすすめてい

く。 

※ 具体的な収支見込みについては、第２次基本計画における計画事業（アクションプラン）と併せて、次回

会議に提示する予定。 

•来園者数の増加
•観光客等有料入園者の増加収 入

•大型施設の整備に伴う光熱水費の増加
•飼料費等の維持管理経費の増加支 出

収  入 支  出 

・ネーミングライツ協賛金等広告料収入の増加

（268％増） 

・入園料収入は増加傾向（25％増） 

・施設整備や労務単価の上昇により維持管理委託費が増加

（27％増） 

・飼料の高騰によりエサ代が増加（７％増） 

・電気料金の値上げ等により、光熱水費が増加（39％増） 

・燃料費は熱転換により減少（25％減） 

収支均衡の目標達成は困難 

第２次基本計画では、持続可能な経営に向け、さらに効率的な動物園運営に努める

（単位：千円）

23年 24年 25年 26年
実績値

（当初値）
実績値 実績値 実績値 実績値 目標値

入園料 213,890 192,336 252,143 229,135 267,568 280,000

広告料 800 2,568 1,956 1,430 2,943 6,000

寄附金 12,882 21,708 28,692 11,877 13,239 24,000

雑収入 17,430 17,782 17,671 17,691 18,310 17,000

合  計 245,002 234,394 300,462 260,133 302,060 327,000

年  度
27年

（単位：千円）

23年 24年 25年 26年

実績値
（当初値）

実績値 実績値 実績値 実績値 目標値

水道料 64,062 60,358 60,062 59,179 64,780 52,000

重油・天然ガス等 64,012 60,241 58,551 53,098 47,821 53,000

電気・プロパン代 27,113 26,956 29,355 32,654 37,796 29,000

維持管理委託費 171,192 193,249 212,115 197,883 217,978 150,000

エサ・薬品代 42,856 41,092 41,186 40,035 45,890 35,000

イベント事務費 16,786 20,235 22,231 19,718 19,137 12,000

合  計 386,021 402,131 423,500 402,567 433,402 331,000

　※　職員人件費や施設整備費を除く

27年
年  度

（単位：千円）

23年 24年 25年 26年
実績値

（当初値）
実績値 実績値 実績値 実績値 目標値

収　入 245,002 234,394 300,462 260,133 302,060 327,000

支　出 386,021 402,131 423,500 402,567 433,402 331,000

合　計 ▲ 141,019 ▲ 167,737 ▲ 123,038 ▲ 142,434 ▲ 131,342 ▲ 4,000

27年
年  度

計画的な 

財政運営 
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改善勧告 

市民動物園会議からの提言 

改善計画の策定 

動物舎の施設点検 

飼育マニュアルの見直し 

職員研修の実施 
開園時間又は 
休園日のあり方 

開園時間の短縮 

休園日の増加 

獣医療体制の強化① 

・獣医師の増員 

人材確保・育成の 
あり方 

新飼育員制度の導入 

研修等の充実 

知見の収集・蓄積 

27 年 8月 28日 28 年 4 月 27 年 10 月 29 年 4 月 

組織強化のあり方 

３ 動物飼育・施設整備について 

 これまでの動物飼育 

来園者が生息地の環境を感じとるとともに、いのちのつながりについて考えるきっかけとすることを目指して、

アジアゾーンやアフリカゾーンを形成するとともに、動物福祉の向上のため、環境エンリッチメントの充実に

も取り組んできた。 

しかしながら、これまでとは異なる観点からの展示方法を推進する一方で、動物の管理体制に関する検証や見

直しが十分に進まず、動物の死亡事案を引き起こす事態となってしまった。 

この課題を踏まえ、安全確保に万全を期したうえで、動物福祉の向上に取り組む必要がある。 

 動物の死亡事案を受けて 

様々な新しい施設の建設や、展示手法の刷新を進めて行った一方で、飼育マニュアルの更新等、管理体制に関

する検証や見直しが十分に進まず、その結果、マレーグマの死亡事案を引き起こす事態が生じた。 

この事案に対し、平成 27 年８月 21 日に動物管理センターから改善勧告を受けたため、同年８月 28 日に改善

計画を策定した。この計画に基づき、動物舎の施設点検等を実施し、中期的課題については、市民動物園会議

に附託して、同年 12 月に提言書をいただいた。 

今後も、改善勧告及び提言書を重く受け止め、動物の安全確保のために、人材の育成や、職員教育等を継続し

て行い、組織の強化に取り組んでいく。 

 これまでの施設整備 

 施設の新築・改築を計画するに当たっては、動物本来の生息環境に可能な限り近づけるよう努めるとともに、

環境エンリッチメントを検討・実施し、動物が本来持っている能力を十分に引き出すことに取り組んできた。 

 一方で、設計時には想定していなかった動物の行動により、安全対策等が有効に機能しなかったため、エゾヒ

グマやシンリンオオカミ、コツメカワウソなどの死亡事案が発生した。 

 今後は、確実な安全対策の機能確認をするとともに、安全マニュアルを整備するなど、継続的な安全対策を講

じる必要がある。 

■改訂第１次計画期間中の主な施設整備 

24 年度 わくわくホリデーアジアゾーン完成（24年 12 月）

25 年度 遊具広場「まるっぱ」完成（25 年４月）

27 年度 
アフリカゾーン一部オープン（27年 10 月） 

サル山リニューアルオープン（27年 10 月）

28 年度 アフリカゾーン全面オープン（28年８月） 

 これからの動物飼育 

 これからの施設整備 

今後の動物飼育のあり方を踏まえた施設整備を進め、動物園全体の魅力を向上させる。 

また、来園者数の増加を見据えた便益施設等、利便性の向上に資する施設整備を進めるととともに、管理部門

と飼育部門のさらなる連携強化や園内業務の機能強化を図るための施設整備を進めることとする。 

動物舎の再整備

【安全対策・動物福祉の充実】動物種ごとの習性・行動・能力を踏まえる

【動物地理学的展示の推進】地域ごとに生息する動物の集約

来園者の利便向上

【交通機能の強化】第１駐車場の拡充、団体バス乗降場の整備

【園内施設の充実、おもてなし機能の向上】園内飲食施設等の充実

【計画的な施設・設備の更新】老朽化設備の更新・整備

管理運営機能の強化

【環境教育機能の拡充】ホール施設や展示室等の機能向上

【管理部門と飼育部門の連携強化】事務所・控室等の拡充・集約

調査・研究 ・専門的知識の集積 
・環境保全団体等との連携

種の保存 
・JAZA コレクションプラン※ 
を踏まえた飼育展示の推進 
・北海道の固有種の保全 

教育・学習 
・動物専門員によるガイドの 
 充実やサインの作成 
・教育プログラムの充実 

レクリエー 
ション 

・楽しくわかりやすい展示 
・興味を呼び起こすプログラム

動物園の社会的使命 

動物の
安全確保

※JAZAコレクションプラン：保全の必要性など各種の指標により選定され、JAZA
加盟園館において継続的に飼育することが必要又は望ましいとされている種。加盟
園館ではそれぞれの役割分担のもと、選定された種の保存に取り組んでいる。

●動物専門員と獣医師の協力による 
 技術の向上と知見の集積 

●環境エンリッチメントの充実 

●予防医学の観点からの高齢動物のケア 

動物福祉の向上

動物飼育の基盤 

獣医療体制の強化② 

・担当係の一元集約化 動物の安全確保

動物福祉の向上

これからの動物飼育にあっては、動物専門員と獣医師が協力しあって、技術の向上と知見の集積に取り組み、

動物の安全確保に万全を期した上で、環境エンリッチメントの充実を進めるとともに、高齢動物のケアという

観点も含めた飼育展示方法を検討する。 

さらに、「動物園は地球規模の生物多様性保全に貢献する場である」という、すべての動物園が帯びている使

命を果たすため、「調査・研究」「種の保存」「教育・学習」「レクリエーション」の実施に取り組んでいく。 

本計画期間中は、これら４点のうち特に「教育・学習」に力を入れ、多くの来園者の方々に、生物多様性保全

の大切さに気付いてもらい、保全のための行動を起こしてもらうような環境教育を積極的に展開していく。 



 主な新着動物・出産の状況 

月 日 内  容 

6 月 25 日、26日 スンダスローロリス 2頭出産 

8 月 29 日 ベニイロフラミンゴ 1羽孵化 

9 月 21 日 ミツヅノコノハガエル 9 頭入園（上野動物園） 

9 月 21 日 アルマジロトカゲ 1 頭繁殖 

9 月 26 日 ニホンマムシ 1 頭入園（寄贈） 

10 月 4 日 シロテテナガザル 1 頭出産 

主な転出動物・死亡の状況 

月 日 内  容 

7 月 20 日 アジアアロワナ 雌１頭死亡 

8 月 18 日 アムールトラ 雄１頭死亡 

8 月 25 日 ニホンザル 雄１頭死亡 

8 月 26 日 オリイオオコオモリ 雌１頭死亡 

9 月 18 日 アルダブラゾウガメ 雌１頭死亡 

9 月 22 日 スンダスローロリス 雌１頭搬出（上野動物園） 

資料３ 


